
 

 
令和３年度 豊島区立学校における学校評価（特色ある学校の教育活動）の結果について 

 

１ 令和３年度 豊島区立学校における学校評価 実施概要 

（１）実施時期 

  令和３年度（令和３年４月から令和４年３月まで）   

（２）学校評価の内容 

 〇 学校自己評価（１学期末、２学期末）の実施 

・保護者、地域の方を対象としたアンケートや心理検査（i-check）の実施 

・アンケートや心理検査の結果を基にした一人一人の教員による評価、校務分掌等における評価の実施 

・企画委員会や運営委員会等における評価の実施 

 〇 学校関係者評価（２学期末）の実施 

・学校運営連絡協議会委員等による授業や行事の観察、校長・教職員等との対話の実施 

・学校運営連絡協議会における学校自己評価（中間評価、年間評価）についての評価の実施 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 〇 次年度の教育課程を編成 

・学校評価の結果を基に、次年度の教育課程に反映し重点的に取り組むべき取組をまとめる。 

・学校関係者評価等の助言や意見を基に、全教職員で課題を共通把握し、次年度取り組む目標や方針を 

校長が決定する。 

 

２ 令和３年度 豊島区立学校における学校評価の結果について 

今年度、すべての校（園）における学校関係者評価の評語は「Ａ」もしくは「Ｂ」となっている。Ⅶ「特色あ

る教育活動」の評価項目は、各学校で教育課程に位置付ける内容として教育委員会より教育課程編成時に指導・

助言を継続して行っており、学校が重点的に取り組む内容の評価を知る上で重要な評価項目となっている。 

 

 

 

 

 

 

大半の学校において、学校関係者評価の結果を見ると、学校と地域との連携、学校からの情報発信の取組につ

いて高く評価されており、ISSやコミュニティスクールの取組、外部人材を活用した取組等、地域と連携した学

校の特色づくりが各校で進展していることがうかがえる結果となっている。 

教育委員会としては、今後も、各学校が評価の実施とその結果の公表・説明を通して、適切な説明責任を果た

すとともに、保護者、地域住民等から理解と参画を得て、学校・家庭・地域の連携協力による特色ある学校づく

りを進めていけるよう支援していく。 

 

令和４年第６回定例会 
報告事項 第 ４ 号 
４．６．１６ 指導課 

★ Ⅶ 特色ある教育活動 「学校は○○○○への取り組みに関する教育を推進している。」 

 

⇒ 学校関係者評価の結果  ３３校（園）中  ３０校 「Ａ」  ３校 「Ｂ」  

 

★ 学校関係者による評価は、学校自己評価の結果について

以下の視点で行う。その際、学校に意見を述べる。   

 

Ａ 評価は妥当である    Ｂ 評価はおおむね妥当である 

Ｃ 評価は妥当ではない  Ｄ 評価方法を見直す必要がある 

 

※ 【資料】の「学校関係者評価」の欄を参照 

 

 

★ 豊島区教育ビジョン2019の基本方針に基づく、 

学校自己評価の評価領域 

Ⅰ 就学前から小学校・中学校への円滑な接続 

Ⅱ 確かな学力育成 

Ⅲ 豊かな心の育成 

Ⅳ 健やかな体の育成 

Ⅴ 一人一人を大切にする教育の推進 

Ⅵ 教師力の向上と魅力ある学校づくり 

Ⅶ 家庭・地域との連携 

Ⅷ 働き方改革 

 

 

 


